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国民健康保険特別会計下水道事業特別会計
医療費抑制を目指し、健康づくり事業を推進

入ったお金 47億4600万円　　 使ったお金 46億1300万円
使用料収入は
ホンダ寄居工場の
稼働で連続増収
入ったお金 4億    900万円
使ったお金 3億9100万円

後期高齢者医療特別会計
被保険者数と医療費、前年度を上回る

入ったお金 3億2000万円　　 使ったお金 3億1700万円

決算の
概要

伸
び
続
け
る
医
療
費

増
加
の
た
め
、
厳
し

い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
国
保
財
政
。
町
で
は
医

療
費
適
正
対
策
及
び
健
康
づ
く

り
事
業
の
推
進
、
国
保
税
の
収

納
率
向
上
対
策
等
の
課
題
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
26
年
度

決
算
は
１
億
３
３
５
１
万
７
０

０
０
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
一
般
会
計
か
ら
１

億
８
９
９
７
万
円
の
法
定
外
繰

り
入
れ（
＊
３
）
を
行
い
ま
し
た
。

議会の
視点

財
源
の
確
保
・
伸

び
続
け
る
医
療
費

　
　
　
の
抑
制
・
健
康
増
進

決算の
概要

公
共
下
水
道
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
男
衾
駅
東

１・３
ha
の
面
整
備
（
＊
４
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
認
可
面
積
の
89
・
４
％
の
面
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

維
持
管
理
事
業
を
行
い
、
管
路
施
設
の
安
定
稼
働
に
努
め
ま
し

た
。
下
水
道
使
用
料
収
入
は
、
ホ
ン
ダ
寄
居
工
場
の
排
水
量
の

増
加
に
よ
り
、
前
年
度
対
比
14
・
３
％
増
加
の
１
億
２
８
９
４
万

円
と
な
り
、
２
期
連
続
で
増
収
と
な
り
ま
し
た
。

議会の
視点

面
整
備
事
業
の
早
期
完
了

費
用
対
効
果
の
検
証

決算の
概要

町
で
は
、
運
営
主
体

で
あ
る
埼
玉
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連
携

し
な
が
ら
、
被
保
険
者
証
の
交

付
引
き
渡
し
、
保
険
料
納
付
通

知
書
の
送
付
と
保
険
料
の
徴

収
、
給
付
申
請
な
ど
の
窓
口
事

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化

の
進
展
に
伴
い
、
町
の
被
保
険

者
数
は
前
年
度
比
１
１
８
人

（
２
・
６
％
増
）
の
４
５
９
８

人
と
な
り
ま
し
た
。
被
保
険
者

数
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、

前
年
度
か
ら
２
・
８
％
増
の
80

万
８
６
８
３
円
、
１
件
当
た
り

の
医
療
費
で
は
入
院
が
52
万
４

６
４
３
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議会の
視点

高
額
医
療
費
・

健
康
長
寿

反対
です
す
べ
て
の
人
に

保
険
証
を大澤 

博 

議
員

　
滞
納
を
理
由
に
、
保
険
証
を
取

り
上
げ
ら
れ
「
資
格
証
明
書
」
に

置
き
か
え
ら
れ
た
世
帯
が
ふ
え
、

「
派
遣
切
り
や
解
雇
」
な
ど
で
国
保

に
未
加
入
の
ま
ま
無
保
険
状
態
に

な
っ
て
い
る
人
も
多
数
に
上
り
ま

す
。
こ
う
し
た「
資
格
書・無
保
険
」

の
人
が
医
者
に
か
か
れ
ず
重
症
化・

死
亡
す
る
事
例
が
全
国
で
多
発
し

て
い
ま
す
。
住
民
の
命
と
健
康
を

守
る
公
的
医
療
保
険
が
住
民
の
生

活
に
追
い
打
ち
を
か
け
、
医
療
を

奪
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
保
険
証
取
り
上
げ
は
き
っ
ぱ

り
と
や
め
る
べ
き
で
す
。

賛成
です
特
定
健
診
の

受
診
率
向
上
を

鈴
木
詠
子 

議
員

　
一
般
会
計
か
ら
の
補
て
ん
が
前

年
度
よ
り
４
０
０
０
万
円
の
減
額

と
な
っ
た
上
で
４
年
連
続
の
黒
字

決
算
と
な
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き

ま
す
。
こ
れ
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な

く
、
予
防
を
含
め
た
健
康
づ
く
り

対
策
、
国
保
税
の
収
納
確
保
、
受

診
率
が
伸
び
な
い
特
定
健
診
の
工

夫
を
す
る
な
ど
、
国
保
財
政
健
全

化
の
た
め
の
さ
ら
な
る
努
力
を
執

行
に
要
望
し
ま
す
。

反対
です
高
齢
者
差
別
の

制
度
は
廃
止
を

大
澤　
博 

議
員

　

長
年
社
会
に
貢
献
し
て
き
た

高
齢
者
に
苦
し
み
を
強
い
る
も

の
で
す
。
保
険
料
は
２
年
ご
と

に
見
直
さ
れ
、
75
歳
以
上
の
人

口
が
増
え
れ
ば
自
動
的
に
値
上

が
り
す
る
制
度
に
な
っ
て
お
り
、

長
寿
の
人
が
増
え
る
だ
け
で
保

険
料
が
値
上
が
り
し
ま
す
。
医

療
技
術
の
進
歩
で
一
人
当
た
り

の
医
療
給
付
が
増
え
れ
ば
値
上

が
り
し
ま
す
。
ど
ん
な
理
由
が

あ
れ
、
医
療
と
い
う
人
間
の
命

に
か
か
わ
る
問
題
で
、
高
齢
者

を
差
別
す
る
こ
の
制
度
を
続
け

さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

賛成
です
高
齢
者
に
親
身

な
対
応
を

𠮷
澤
康
広 

議
員

　

制
度
発
足
か
ら
８
年
目
に
入

り
社
会
的
に
定
着
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
対
象
は
75
歳
以

上
の
高
齢
者
で
あ
り
、
新
た
に

加
入
す
る
方
や
家
族
へ
は
保
険

料
納
付
の
仕
組
み
を
は
じ
め
十

分
な
説
明
が
必
要
。
既
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
を
含
め
、
親
身

で
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
埼

玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
と
の
連
携
を
よ
り
密
に
し
、

制
度
の
健
全
な
運
営
の
た
め
、

さ
ら
な
る
努
力
を
執
行
に
要
望

し
ま
す
。　

特
別
会
計
・
事
業
会
計

ど
う
活
か
さ
れ
た
？ 

み
ん
な
の
お
金

今
回
の
決
算
審
議
で
は
、
26
年
度

に
行
わ
れ
た
事
業
に
対
し
て
、
支

出
さ
れ
た
経
費
の
内
容
や
ど
ん
な

成
果
を
上
げ
、
ど
う
活
か
さ
れ
た

の
か
、（
議
会
に
提
出
さ
れ
た
決

算
書
や
成
果
説
明
書
な
ど
の
資
料

を
基
に
）
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。
質
疑
数
は
一
般
会
計
で
は

１
２
９
項
目
。
特
別
会
計･

事
業

会
計
で
も
多
く
の
質
疑
が
あ
り
、

そ
れ
ら
を
「
議
会
の
視
点
」
と
し

て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こんなにありました !

決算審議で

129項目

合わせて2000人以上が参加したラジオ体操教室

若い人にはまだ負けません。
いつまでも元気でいたいで
すね。（松村一二さん）

医療費の無料化は助かりますね。
比企郡の病院も対象になればうれ
しいです。（笠原祐子さん）

子どもとお年寄りが集える施設が
あるといいですね。そこで一緒に
昔遊びなどができると町に愛着が
わくのでは……。（黒沢典子さん）

ことば ことば
（＊４）面整備
各家庭や工場などから排出される汚水を取り込む下水道管を整備すること。
終末処理場まで流す幹線とともに、一定の広がりをもった区域（面）で一体的
に整備が進められるため、「面整備」といいます。

（＊3）法定外繰り入れ
法定外繰入金とは、市町村独自の保険料減額や決算の補て
ん、保健事業等へ充てるために、一般会計から国民健康保
険特別会計への繰入金をいいます。

 

私
は
こ
う
考
え
る
ー
議
員
の
意
見
（
討
論
） 

 

私
は
こ
う
考
え
る
ー
議
員
の
意
見
（
討
論
） 

次
の
ペ
ー
ジ
は　
　

公
開
し
ま
す　
議
員
の
賛
否

寄居町ホーム
ページから過去
の決算情報が見
られます

町ホームページ
決算情報はこちら




